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「中期経営計画（２０１４～２０１６年度）」について 

 

株式会社イオンファンタジーは、２０１６年度までの３カ年計画「イオンファンタジー中期経営計

画（２０１４～２０１６年度）」を策定致しました。 

 

当社は、１９９７年の会社設立以来、国内でのイオングループの成長とともに‘室内ゆうえんち’

事業を成長の柱に急速に業容の拡大を進めて参りました。その後、国内市場は２００６年のアミュー

ズメント市場のピークを境に市場の成熟化が進むとともに、少子高齢化の進展や電子デバイス機器の

普及等、ファミリーの遊びに対するニーズも大きく変化しつつあります。それは同時に当社が出店し

てきたショッピングセンターに求めるお客さまの変化も意味しており、当社のビジネスモデルの転換

を迫るものと考えております。 

一方で、中国・アセアン諸国では確実に中間層は拡大し、遊びに対する需要は年々高まってきて

おります。当社はそのような状況を踏まえ、２００８年に中国での１号店開設を契機に海外事業の拡

大を進めて参りました。この度の中期経営計画は、成熟した国内市場でのビジネスモデルの変革とと

もに、海外での新たな成長に向け、２０２０年のビジョンを明示し、そのための中期経営戦略の方向

性を明確に定めるために策定するものであります。 

 

 

２０２０年ビジョン 

アジアの人々の暮らしの中に遊びを通じた豊かなライフスタイルを提供します 

 

２０２０年戦略目標 

店舗数  １,３００店舗 （国内 ４００店舗 海外 ９００店舗） 

売上高  １,０００億円 （国内 ６００億円 海外 ４００億円） 

営業利益   １００億円  （国内  ６０億円  海外  ４０億円） 

 

 

 



 

「中期経営計画」 

１． 成長を支える戦略サイクル 

① 店舗数増大 

・ 中国、アセアン諸国への出店の加速 

・ １４年 ８０店舗、１５年 ９０店舗、１６年 １００店舗の新規出店 

② オリジナルゲーム機開発と海外調達拡大 

・ オリジナルキャラクターを使用したゲーム機の開発 

・ 海外子会社を含めた需要集約の推進 

③ ブランディング推進 

 ・ 「Ｍｏｌｌｙｆａｎｔａｓｙ ブランド」と「キャラクターブランド」の確立 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

２．新規事業 

① 既存事業を活用した物販事業 （キャラクター物販事業・知育玩具等の物販事業） 

② 既存ノウハウを活用した新業態 （次世代テーマ型プレイグランド） 

 

３．２０１６年戦略目標 

  ポジショニング アジアにおける屋内型エンターテイメント施設事業 第３位 

            アジアにおけるアミューズメント事業       第１位 

店舗数  ７００店舗 （国内 ３６０店舗 海外 ３４０店舗） 

売上高  ６００億円 （国内 ５００億円 海外 １００億円） 

営業利益  ５０億円 （国内  ４６億円 海外   ４億円） 

以上 

③ ブランディ ング推進

② オリ ジナルゲーム機の開発と海外調達拡大

① 店舗数増大

圧倒的
コスト 優位

競合との
差別化

 


